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論  文  内  容  の  要  旨  

本研究は，持続的かつ密接な森林と人間の関わりを理解する立場から，山菜・きのこ採りという活動を取り上げ，山菜・  

きのこ採りの実態およびその周辺事情を明らかにし，この活動が成立する社会・文化的背景と生態的背景について考察した  

ものである。   

第1章（序論）では，自然と人間が直接対峠する諸活動と対比しながら，本研究の対象である山菜・きのこ採りを，現在  

まで持続・発展してきた数少ない事象と位置づけた。その上で，山菜・きのこを「特用林産物」，山菜・きのこ採りを森林  

レクリエーションの一形態ととらえた林学，および山菜・きのこ採りを生計戟略上重要な資源と位置づけた人類学・民俗学  

・地理学の先行研究をレビューし，本研究の射程として，対象を自給的およびレクリエーション的な山菜・きのこ採りに定  

め，ナショナルスケールでの地域差，都市一農山村間での差，農村内部での詳細な採取行動と環境の関わりという三つの異  

なるスケールを持つ地域軸と，戦前から現代にかけての時間軸によって捉える方法論を示した。   

第2章では，山菜・きのこ採りの地域性を概観するために，既往の文献を分析することによって，山菜・きのこ利用に関  

する諸指標の分布状態を見た。山菜・きのこの利用種数の多い地域と少ない地域の分布はそれぞれ，東日本（＝ブナ林帯），  

西日本（＝照葉樹林帯）とにほぼ対応した。利用種の構成から数量化Ⅲ類を用いた解析によっても同様の地理分布が得られ  

ることが分かった。本研究のナショナルスケールでの地域的枠組みとして，東日本と西日本という地域区分を設定した。   

第3章では，山菜・きのこ採りの史的概観をするために，きのこ採りに関する古老への聞き取り調査と採取現場における  

アンケート調査の結果から，戦前からのきのこ採りの変化として，きのこ採りに出かける範囲が格段に広がったこと，採取  

されるきのこの種類数が拡大してきたこと，食材を得るという目的から，活動を通して広く楽しみを得るという目的に変わ  

ってきたことを明らかにした。こうした変化を，高度経済成長期以降の余暇の増大，自家用車の普及と道路の整備の進展に  

よってもたらされた，きのこ採りのレクリエーションへの展開過程として説明した。   

第4章では，第2章で行った地域的枠組みに沿って，アンケート調査により岩手県と京都府の都市住民の山菜・きのこ採  

りの実態を明らかにした。2地域を比較することにより，採取者の率に明らかな東高西低の傾向が見出され，山菜・きのこ  

を積極的に採取・利用する文化の存在が与える影響の大きさが確かめられた。一方，採取を実行している回答者について農  

山村住民と比較することによって，都市住民の行動様式の共通性として採取種数が多いこと，種類の内訳の類似，採取場所  

の類似が見出せる。都市住民は友人・知人の誘いなど，横のつながりをきっかけとし，その後の情幸剛文集も友人・知人，マ  

スメディア，店頭などから得ていることから，行動様式が均質化していると考察した。都市住民によって行なわれる，レク  

リエーションとしての山菜・きのこ採りは，より多くの知識を得ることが楽しみの充実に繋がるため，これらの行動様式の  

背後に見える多様な情報源から積極的に知識を吸収する態度こそが都市住民の特性であることを指摘した。   

第5章では，兵庫県旧篠山町と岩手県旧沢内村において，山菜・きのこを採取した後の利用方法や山菜・きのこの採取・  

利用を通して得られる楽しみについて詳しく見ることにより，従来の研究では顧みられなかった山菜・きのこ採りの意義を  
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指摘した。すなわち，人々は山菜・きのこを，①採取・利用する過程で自然や周囲の人間と対時することによって「深い遊  

び」を行い，・②山菜・きのこは他の食材には代替し得ない季節感を与え，③おすそ分けや饗食の場へ提供することによって  

地域社会の中でのコミュニケーションを深めることに結びつき，またこのような一連の過程で得られる数々の楽しみが，人  

々にとって山菜・きのこ採りの大きな動機付けになっていることを指摘した。   

第6章では，兵庫県旧篠山町と岩手県旧沢内村を事例に，地域の自然環境の中で山菜採取地が成立する生態的背景につい  

て，エコトーンという概念を導入しつつ，植生と人間活動とのかかわりに着目して分析した。その結果，篠山の山菜採取地  

は草刈などの稲作の論理によって形成・維持されている二次的エコトーンであることが明らかとなった。沢内の山菜採取地  

は，雪崩や流水などの自然の作用によって形成・維持されている一次的エコトーンと，薪炭を生産するという林業の論理な  

どによって形成されてきた二次的エコトーンが中心であることが明らかとなった。ここで得られた知見から，稲作，もしく  

は林業の論理などの，山菜採り以外の生業を目的とした活動によって形成・維持されるという，採取地の持続性に関して重  

要な視点を提示した。   

第7章では，岩手県旧沢内村において，山菜・きのこが「採れなくなった」と言われることを資源充足度の低下という現  

象と捉え，生態的側面と社会的側面の双方からこの現象のメカニズムを解明した。まず採取地を，自然の作用によって形成  

・維持されてきた場所，薪炭材採取や拡大造林時の奥地皆伐によって形成される場所，かつて草刈山や茅山として利用され  

ることによって形成・維持されてきた場所，継続的に薪炭材が採取されることによって形成・維持されてきた里山薪炭林に  

区分した。それぞれの場所の利用目的が変化してから山菜・きのこ消滅に至るまでのタイムラグを考慮しつつ，諸資料から  

馬飼養頭数，草地面積，木炭生産量，広葉樹材伐採量，人工林面積の推移を見ることによって資源量の減少過程を推定した。  

一方社会的側面からは，山菜・きのこのオープンアクセス的性質を確認したうえで，林道綱の延伸，主要道路の開通・整備，  

自動車保有台数の変化を見ることによって，利用圧の一方的な増大過程を推定した。これらの推定結果から資源充足度の低  

下する過程，すなわち山菜・きのこが「採れなくなった」と感じられてきたメカニズムを説明した。   

第8章では，第7章までの研究成果を概観した上で，山菜・きのこ資源の性格と山菜・きのこ採りの生態的背景について  

総合的な考察を行なった。まず本研究で得られた山菜・きのこの利用方法に関する知見と救荒食物との比較から，山菜・き  

のこは生計維持の周辺領域にある資源であり，採取・利用の過程で各種の楽しみを本来的に内在させていることを指摘した。  

このため，高度経済成長期以降も，山菜・きのこは他の食材に容易に代替されることなく独自の価値を持ち，その採取・利  

用が続けられ，余暇を求める都市住民間にも普及してきたと考察した。また，第6章で触れたように，採取地は自然の撹乱  

もしくは山菜・きのこ採り以外の生業を目的とした人為的撹乱によってその採取地は形成・維持されていることから，地域  

の土地利用目的からみたとき，山菜・きのこ採りは周辺的な活動として位置づけられることを指摘した。このような事実か  

ら，山菜・きのこ採りは，本来の土地利用目的とは別の，自然と人間のふれあいを理解するうえで重要な位置にあることを  

提示した。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

山菜・きのこ採りは，全国的に見られる林野における活動でありながら，森林科学をはじめ，諸学問によってほとんど取  

り上げられることはなかった。本論文は，山菜・きのこ採りを持続的な森林と人間の関わりの一例と位置づけ，三つの異な  

るスケールを持つ地域軸と戦前から現在までの時間軸を設定し，その活動の実態の社会・文化的側面と生態的側面を総合的  

に捉えたものであり，その評価すべき点は以下の通りである。  

1）林学や民俗学など広い分野の先行研究のレビューから，研究の対象を自給的およびレクリエーション的な山菜・きのこ  

採りに見据えたことで，ごく一般的でありながらこれまで顧みられてこなかった山菜・きのこ採りの性格と意義を明らかに  

している。本論文で指摘された山菜・きのこ採りの性格と意義は，山菜・きのこ採りのこれまでの存続と発展に関わった本  

質的なものであり，産業や生計手段として山菜・きのこ採りを位置づけていた従来の研究にはない独自の視点を示すもので  

ある。また，ここで明らかにされた山菜・きのこ採りの性格と意義については，今後，森林科学の分野で，林野における諸  

活動との対比の中で明確に位置づけられ，議論が展開されることが期待できる。  

2）山菜・きのこ採り活動に見られる自然と人間の関係性を，生態的側面と社会・文化的側面から明らかにし，これらの知  
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見を統合している。これらの側面を捉えるにあたって，生態学，人類学などで用いられる概念や調査分析方法を適宜適用し  

ており，かつこれらの方法によって得られた知見を相互に関連付けており，本研究のアプローチの仕方は学際的であるとい  

える。この結果，本論文は，地域における文化・社会と生態系の相互作用による歴史的産物として山菜・きのこ採りの行動  

様式が存在してきた，という見方を提示している。ここで得られた知見は，今後の林野における資源管理のあり方，今後の  

自然と人間の関係性を検討する上で，重要な視点を提示するものである。  

3）三つの異なる地理的スケールで活動の実態を明らかにするとともに，それぞれを比較検討することによって，山菜・き  

のこ採り活動の普遍性と地域的・文化的個別性を明確にすることを試みている。これに加え，時間的スケールを導入して比  

較検討をしたことにより，山菜・きのこ採り活動の普遍性はより明確に理解され，地域的・文化的個別性は，時代とともに  

変化するものとして動的に理解されている。このように比較軸を立体的に組み合わせて分析を行なったことは，研究対象の  

理解に有効であっただけでなく，この過程で明らかにされた多岐にわたる知見は，これまで本格的な研究がなされなかった  

山菜・きのこ採りについての資料的価値をも有している。   

以上のように，本論文は，山菜・きのこ採りについて，採取資源の性格と生態的視点の両面から調査・分析したものであ  

り，森林社会学，森林利用学および林業経済学に寄与するところが大きい。   

よって，本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，平成18年1月19日，論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果，博士（農学）の学位を授与される学力  

が十分あるものと認めた。  

－1253－   


